動かし 唇 を ふるわし ていた。 唇から はいた ましく 血 泡 

が はみ出し ていた。 

小川 町で 用 を 足して 帰りに また そこ を 通った。 木材 

を 満載した その 荷馬車の 車輪が 道路の 窪みの 深い 泥に 

喰い 込んで 動か なくなつ たの を、 通行人が 二人 手 を 貸 

して 動かそうと していた。 やっと 動き 出した ので 手 を 

まご ちょっと 

はなす と、 馬士 一 人の 力で はや はり 一 寸も 動かない。 

「どうかもう 少し 願います。 後生 だから …… 」 そう 云つ 

て 歎願して いるが、 さっきの 人達 はもう 行って しまつ 

て、 それに 代る 助力 者 も 急に は 出て 来なかった。 

馬 はと 見る と電； K に つながれて じっとして 立 つてい 



これほど 美しい もの を視る 事の 出来ない 人に、 香 だ 

け 嗅がせる の は あまりに 残忍な 所行で ある。 

そう 思った ので、 つい 花屋 を 通り過ぎて しまった。 

(大正 十 一 年 八月 『明星』) 
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